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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期

第１四半期累計期間
第45期

第１四半期累計期間
第44期

会計期間
自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日

自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日

自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日

売上高 (百万円) 12,370 11,373 44,141

経常利益 (百万円) 667 692 2,087

四半期(当期)純利益 (百万円) 403 418 1,251

持分法を適用した場合の

投資利益
(百万円) － － －

資本金 (百万円) 18,824 18,824 18,824

発行済株式総数 (千株) 35,497 35,497 35,497

純資産額 (百万円) 51,906 52,427 52,422

総資産額 (百万円) 67,930 68,046 66,176

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
(円) 12.06 12.50 37.38

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 24.00

自己資本比率 (％) 76.4 77.0 79.2

 (注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資損益については、関連会社がないため、記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出に持ち直しの動きが見られ企業収益が改善するなど、緩やか

な回復の動きが見られました。

 当社の主な需要先であります半導体業界におきましては、パソコンや薄型テレビなど民生用電子機器の需要は低

調でありましたが、スマートフォンやタブレット端末の需要が堅調に推移したことから、緩やかな回復基調となり

ました。

 このような経営環境の中で当社は、最先端加工技術の推進と低コスト化の両立を図るとともに、自社開発製品の

拡販を積極的に進めるなど、総力を挙げて業績の改善に取り組みました。

 この結果、当第１四半期累計期間の売上高は113億７千３百万円と前年同四半期比8.1％の減収となり、営業利益

は７億１千４百万円(前年同四半期比2.4％増)、経常利益は６億９千２百万円(同3.7％増)、四半期純利益は４億１

千８百万円(同3.6％増)となりました。
 

 セグメントごとの業績は次のとおりであります。なお、売上高につきましては「外部顧客への売上高」について

記載しております。
 

半導体事業部

 当事業部におきましては、全体的に緩やかな回復基調となりました。そうした中で、更なる生産性の向上と原価

低減を推進いたしました。

 この結果、当事業部の売上高は54億９千万円(前年同四半期比0.1％増)、セグメント利益(営業利益)は６億７千

万円(同16.3％増)と増益になりました。
 

産商事業部

 当事業部は自社開発製品及びその他の取扱商品の拡販活動に積極的に取り組みましたが、その他の取扱商品にお

いて減収となりました。

 この結果、当事業部の売上高は58億８千２百万円(前年同四半期比14.5％減)、セグメント利益(営業利益)は２千

１百万円(同47.3％減)と減益になりました。
 

エンジニアリング事業部

 当事業部は開発部門としての役割に特化し、自社製品の開発を積極的に行い、産商事業部を通じて販売いたしま

した。

 また、半導体事業部で使用する装置の開発や設計・製作にも意欲的に取り組みました。

 この結果、当事業部においては「外部顧客への売上高」は発生しておりませんが、セグメント利益(営業利益)は

２千８百万円(前年同四半期比65.2％減)と減益になりました。
 

(2) 財政状態の分析

 当第１四半期会計期間末における総資産は、売上債権の増加等により、前事業年度末と比較して18億７千万円増

加し、680億４千６百万円となりました。一方、負債合計は仕入債務の増加等により18億６千５百万円増加し、156

億１千８百万円となりました。純資産合計は利益剰余金の増加１千６百万円等により、524億２千７百万円となり

ました。
 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

 当第１四半期累計期間における研究開発費は２千５百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,000,000

計 47,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,497,183 35,497,183
東京証券取引所

(市場第一部)

完全議決権株式であり、権利内容

に何ら限定のない当社における標

準となる株式であります。単元株

式数は、100株であります。

計 35,497,183 35,497,183 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年８月31日 － 35,497 － 18,824 － 18,778

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成25年５月31日の株主名簿により記載しております。
 

①【発行済株式】

　 平成25年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式   2,015,400
－

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であり、単

元株式数は、100株であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式  33,458,400 334,584 同上

単元未満株式 普通株式      23,383 － －

発行済株式総数          35,497,183 － －

総株主の議決権 － 334,584 －

 (注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が53株含まれております。

 

②【自己株式等】

　 平成25年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

三益半導体工業株式会社
高崎市保渡田町2174番地１ 2,015,400 － 2,015,400 5.68

計 － 2,015,400 － 2,015,400 5.68

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
 
 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年６月１日から平成25年

８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年６月１日から平成25年８月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
 
 当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,045 20,522

受取手形及び売掛金 13,256
※1 15,792

商品及び製品 186 218

仕掛品 377 263

原材料及び貯蔵品 948 1,035

その他 780 1,956

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 35,589 39,784

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 12,839 12,561

機械及び装置（純額） 1,450 1,620

その他（純額） 10,556 10,535

有形固定資産合計 24,846 24,716

無形固定資産 984 947

投資その他の資産

その他 4,762 2,604

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 4,755 2,598

固定資産合計 30,586 28,262

資産合計 66,176 68,046

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,481
※1 11,553

短期借入金 100 100

未払法人税等 661 118

引当金 58 376

その他 1,604
※1 1,670

流動負債合計 11,906 13,819

固定負債

長期借入金 350 325

退職給付引当金 1,312 1,295

その他 184 179

固定負債合計 1,846 1,799

負債合計 13,753 15,618
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（単位：百万円）

前事業年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 18,824 18,824

資本剰余金 18,778 18,778

利益剰余金 18,147 18,163

自己株式 △3,409 △3,409

株主資本合計 52,339 52,356

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 83 71

評価・換算差額等合計 83 71

純資産合計 52,422 52,427

負債純資産合計 66,176 68,046
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(2)【四半期損益計算書】
 【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成24年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年６月１日
　至　平成25年８月31日)

売上高 12,370 11,373

売上原価 11,114 10,102

売上総利益 1,255 1,270

販売費及び一般管理費 557 556

営業利益 697 714

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 2 3

その他 5 6

営業外収益合計 10 12

営業外費用

支払利息 0 0

為替差損 11 31

その他 28 3

営業外費用合計 40 35

経常利益 667 692

特別利益

固定資産売却益 － 6

特別利益合計 － 6

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 0 8

特別損失合計 0 8

税引前四半期純利益 666 690

法人税、住民税及び事業税 69 95

法人税等調整額 193 176

法人税等合計 262 271

四半期純利益 403 418
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

(会計上の見積りの変更)

当社はシリコンウエハー加工設備(再生ウエハー加工設備を除く)について、当期より微細化対応を中心とした

投資が増加することが見込まれることから、設備の使用実態の調査を行い検討した結果、当第１四半期会計期間

における取得設備より、耐用年数を３年から５年に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

シリコンウエハー加工設備(再生ウエハー加工設備を除く)については、従来は増加償却の適用対象ではありま

せんでしたが、設備の使用実態の調査を行い検討した結果、通常の稼働時間を超えて使用することが常態化して

いることから、増加償却の適用対象となりました。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

(四半期貸借対照表関係)

※１  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残

高に含まれております。

　
　

前事業年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年８月31日)

受取手形 －百万円 12百万円

支払手形 －百万円 33百万円

設備関係支払手形(流動負債その他) －百万円 0百万円

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)
 
当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日)

減価償却費 682百万円 702百万円

 

EDINET提出書類

三益半導体工業株式会社(E02677)

四半期報告書

10/15



(株主資本等関係)
 

前第１四半期累計期間(自 平成24年６月１日 至 平成24年８月31日)
 
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月30日

定時株主総会
普通株式 401 12 平成24年５月31日 平成24年８月31日 利益剰余金

 

２ 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

 該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 平成25年６月１日 至 平成25年８月31日)
 
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月29日

定時株主総会
普通株式 401 12 平成25年５月31日 平成25年８月30日 利益剰余金

 

２ 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

 該当事項はありません。

 

(持分法損益等)
　
　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】
 

前第１四半期累計期間(自 平成24年６月１日 至 平成24年８月31日)
 
１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２半導体事業部 産商事業部
エンジニア
リング事業部

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,487 6,882 － 12,370 － 12,370

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 － 632 632 △632 －

計 5,487 6,882 632 13,003 △632 12,370

セグメント利益 576 39 81 697 △0 697

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ エンジニアリング事業部は開発部門としての役割に特化しており、販売に関しては産商事業部を通じて行う

ため外部顧客への売上高は発生しておりません。
 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 平成25年６月１日 至 平成25年８月31日)
 
１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額

(注)２半導体事業部 産商事業部
エンジニア
リング事業部

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,490 5,882 － 11,373 － 11,373

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1 － 460 462 △462 －

計 5,492 5,882 460 11,835 △462 11,373

セグメント利益 670 21 28 719 △5 714

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ エンジニアリング事業部は開発部門としての役割に特化しており、販売に関しては産商事業部を通じて行う

ため外部顧客への売上高は発生しておりません。
 

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

(会計上の見積りの変更)

当社はシリコンウエハー加工設備(再生ウエハー加工設備を除く)について、当期より微細化対応を中心と

した投資が増加することが見込まれることから、設備の使用実態の調査を行い検討した結果、当第１四半期

会計期間における取得設備より、耐用年数を３年から５年に変更しております。

これによるセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

シリコンウエハー加工設備(再生ウエハー加工設備を除く)については、従来は増加償却の適用対象ではあ

りませんでしたが、設備の使用実態の調査を行い検討した結果、通常の稼働時間を超えて使用することが常

態化していることから、増加償却の適用対象となりました。

これによるセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)
 
 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 12円06銭 12円50銭

 (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 403 418

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 403 418

普通株式の期中平均株式数(千株) 33,482 33,481

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)
　
　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年10月15日

三益半導体工業株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 牧   野   隆   一   ㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内   田   正   美   ㊞

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

三益半導体工業株式会社の平成25年６月１日から平成26年５月31日までの第45期事業年度の第１四半期会

計期間(平成25年６月１日から平成25年８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年６月１日から平

成25年８月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、三益半導体工業株式会社の平成25年８月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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